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「とちぎ分煙推進店」現状報告書
平成　　年　　月　　日
栃木県保健福祉部健康増進課長　
○○広域健康福祉センター所長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名（法人の場合は法人の名称、代表者職氏名）　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
                                            店舗・施設名　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
当店は、空間分煙を実施する「とちぎ分煙推進店」として、以下のとおり措置を講じていることを報告します。
【確認項目】（以下の全ての項目について、現在の店舗・施設の状況をお答えください。）
	(1)
	建物内又はテナント内において喫煙可能区域を設定し、フロアや仕切りで喫煙可能区域と禁煙区域を明確に区分している。
（右の①、②のいずれかに○を付けて、下の点線内の該当する項目に答えてください。）
	①フロアで区分している
・
②仕切りで区分している

	
	
	（①に○を付けた場合、答えてください。）
(ア)右のとおり区分している。
	喫煙フロア：　　　　階
禁煙フロア：　　　　階

	
	
	（②に○を付けた場合、答えてください。）
（ア）出入口を除き、天井から床まで届く仕切り（たばこの煙を通さない材質のもの）で喫煙可能区域を個室化している。
（イ）出入口を通常開放している場合・通常閉鎖している場合とも、出入口を完全に開放した状態で、禁煙区域から喫煙可能区域方向に一定の空気の流れ（毎秒0.2m以上）がある（※）。
	はい　・　いいえ

	
	
	
	はい　・　いいえ

	(2)
	喫煙可能区域に、換気扇等たばこの煙を屋外へ排出するための排気装置がある。
	はい　・　いいえ

	(3)
	喫煙可能区域から禁煙区域へたばこの煙とにおいの漏出防止に配慮がなされている。
判断が困難な場合：
喫煙可能区域と禁煙区域の境界地において、禁煙区域から喫煙可能区域方向に一定の空気の流れ（0.2m/秒）がある（※）。
	はい　・　いいえ

	
	
	

	(4)
	喫煙可能区域以外に灰皿が置いていない。
	はい　・　いいえ

	(5)
	空間分煙としていることを、入口付近で利用者に分かりやすく表示している。
	はい　・　いいえ

	(6)
	禁煙区域と喫煙可能区域を、利用者に分かりやすく表示している。
	はい　・　 いいえ

	(7)
	建物外に喫煙所を設置する場合は、喫煙場所を利用者に分かりやすく表示している。
	はい　・　 いいえ


（※）空気の流れ（0.2m/秒）について：
申請者は、風速計又は線香の煙で空気の流れを調べることや、たばこを吸わない人が臭いを感じるかどうかで確認してください。
なお、毎秒0.2m以上の空気の流れを発生させるための排気風量の目安は、別紙基準の（参考）２を参照してください。
様








